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近年、宮崎市内においては、 リゾー ト開発に伴 う数多 くの開発行為を始めとしまして、住宅

供給のための造成工事、農業基盤整備による圃場整備事業等様々な開発事業が行われています。

これらの開発に伴いまして、埋蔵文化財の発掘調査や石仏石塔等の調査保存など、数多 くの文

化財調査の必要性が叫ばれております。

本書は、九州電力株式会社宮崎支店による特別高圧線新設工事に伴いまして発掘調査を行 い

ました 5遺跡の調査報告書であります。今回の調査では角錐状石器などの旧石器時代の遺物、

縄文時代早期・前期の土器・石器・ 集石遺構、古墳時代の住居址などが検出され、これまで不

明な部分の多かった垂水台地の歴史の一部を明 らかにすることができ、宮崎市の歴史に新たな

1ペ ージを加えることができました。

最後に、発掘調査の機会を与えて下さいました九州電力株式会社、未曾有の猛暑の中、発掘

調査にあたられた皆様に深 く感謝いたします。

平成 7年 3月

宮崎市教育委員会

教育長 稲 倉 宗 知

い
ｐ
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第 I章 は じめ に

第 1節 発掘調査に至る経緯

九州電力株式会社宮崎支店 より、特別高圧線220KV― ッ瀬柏田線新設工事 に伴 う鉄塔建設工

事を垂水台地上を通過する形で行 う旨の届出が、平成 4年 4月 24日 付 けで提出された。 それを

受 けて、文化振興課では金剛寺原第 2遺跡 に隣接す る地区を当初か ら調査 とし、他地 区 は表面

調査及 び試掘調査の結果、垂水台地上 に建設 される 4基 (伊屋 ケ谷遺跡、小原山第 1遺跡、小

原山第 2遺跡、金剛寺原第 2遺跡)に ついてはすべて発掘調査対象 とし、発掘調査範囲 は鉄塔

の基礎を打 ち込む範囲内とした。

発掘調査に取 り掛 った段階で九州電力株式会社宮崎支店より、鉄塔建設後の架線工事 に必要

な ドラム場が近接地 に必要な旨の申 し出があったが、期間的に広範囲な調査 は不可能であ った

ため、最 も地面 に影響を与えない工法を選ぶ ことで、調査地区を 2か 所 (伊 屋 ケ谷遺跡 B区、

阿部 ノ木遺跡)増加することとした。

第 2節 遺跡の立地 と歴史的環境

垂水台地遺跡群 は宮崎市の北西部、大淀川左岸の標高90m前 後 の洪積台地 (通 称垂水台地 )

上 に立地する。垂水台地 は台地の北端、標高120.5mの 山塊を基幹部 とし、南へなだ らかに傾斜

し、台地中央部 は標高90m前後の比較的平坦な地形が広がる。 これより南 は大 きく 3つ の舌状

台地 に分かれ、丘陵状にな って南 に延 びる。

今回調査 された 5つ の遺跡のうち、伊屋 ケ谷遺跡 は台地の南東部、小原山第 1、 第 2遺跡 は

台地の南端、金剛寺原第 2遺跡 は台地の西端、阿部 ノ木遺跡 は台地東部 に位置する。

周辺には台地北端部の最高所付近 にナイフ形石器が表面採集 された垂水公園遺跡が所在 し、

台地中央部 には平成 5年 に調査 され、ナイフ形石器、スクレイパー、角錐状石器、剥片尖頭器

など豊富な旧石器遺物が出土 した垂水第 1遺跡が所在す る。また、その西側 には昭和63年 、平

成元年 に調査 され、ナイフ形石器、スクレイパーなどが出土 した金剛寺原第 1、 第 2遺跡 が所

在す る。

南に延 び出 した 3つ の丘陵の うち東方の丘陵には、か って宮崎城が所在 し、その南方へ続 く

丘陵斜面 には池内横穴群、上北方横穴群が広が り、丘陵最南端には下北方古墳群が立地 し、沖

積平野 となる。中央の丘陵は、その付 け根付近 に国指定重要文化財木造薬師如来及 び両脇侍像

を安置する王楽寺が所在 し、丘陵東斜面 には瓜生野横穴群が立地 し、丘陵が大淀川 にあた る南

端の位置に縄文時代早期の柏田貝塚がある。また大淀川を挟んだ対岸の丘陵上 には同 じく縄文

時代早期の跡江貝塚、生 目古墳群が所在す る。西側の台地 には一段下がった中間台地上 に市指

定有形文化財金剛寺文書が伝え られた金剛寺、国指定天然記念物瓜生野八幡神社のクスノキ群

が所在す る。

-1-
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砕謝

金剛寺原第 2遺跡 (2次) 7 垂水第 1遺跡

阿部ノ木遺跡      8 金剛寺原第 1遺跡

垂水公園遺跡      9 金剛寺原第 2遺跡 (1次 )

第 1図 遺跡周辺地図 (1/10,000)
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第 Ⅱ章 伊屋 ケ谷遺跡の調査

第 1節 調査の概要

伊屋 ケ谷遺跡は宮崎市大字上北方字伊屋 ケ谷1678-1外 に所在 し、台地の南東部に位置する。

遺跡は台地より南西に延びる小半島状の突端に立地 し、東、南、西の 3方 向は谷に面 している。

北側には杉林があり、その北方は畑地が広がっている。

発掘調査に際 しては南側の鉄塔建設用地をA区、杉林を挟んで北側の架線工事用地をB区 と

した。調査期間は平成 6年 4月 25日 ～ 6月 6日 で、調査面積は482ポ である。

調査の結果、A、 B両調査区とも一面に礫が見 られ、A区では旧地形が北側か ら南側にかけ

て傾斜 している状況が確認された。検出遺構及び出土遺物 として、A区では縄文時代の集石遺

構 3基、早期の土器、石器類、B区では集石遺構 2基、早期の上器、石器類、古墳時代の住居

址 1軒、土師器を検出した。

第 2節 層 序

南側東 ―西セクションを もとに層位図を作成 している。基本層序 は以下 に示す通 りである。

第 I層 一褐色土層

耕作土。

第 Ⅱ層 ―黄橙色土層

二次堆積 アカホヤ。

第Ⅲ層 ―明褐色土層

縄文時代遺物包含層。

多量の礫を含み、やや粘

気がある。

第Ⅳ層 一暗褐色土層

やや粘 り気がある。

B区では見 られない。

第 V層 一礫層

第 2図 伊屋ケ谷遺跡標準土層図
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第 3節 縄文時代の遺構 と遺物

1.遺  構

縄文時代の遺構 として第Ⅲ層中より、集石遺構がA区 より 3基、 B区 より 2基検出された。

(A区 1号集石)(第 5図 )

長軸133cm短 軸100cmを 測 り、平面形 は方形を呈する。集積状態 は密で明確 な掘 り込み は認 め

られない。

(A区 2号集石)(第 6図 )

長軸205cm短 軸179cmを 測 る大型の集石で平面形 は円形を呈す る。集積状態 は密で礫が厚 く堆

積す る。明確な掘 り込みは認め られない。

(A区 3号集石)(第 7図 )

長軸219cm短 軸163cmを 測 り、平面形 は不整長方形を呈す る。集積状態 は密 で礫 が厚 く堆積す  ●

る。明確な掘 り込みは認め られない。複数の集石の可能性 もある。

(B区 1号集石)(第 8図 )

長軸122cm短 軸110cmを 測 り、平面形 は不整方形を呈する。集積状態 は密で中央部 は礫 が抜 け

ている。長軸68cm短軸 50cm、 深 さ10cmの 楕円形の掘 り込みをもち、掘 り込 み内 には炭化物が土

壌化 した黒色土が堆積す る。複数の集石の可能性 もある。

(B区 2号集石)(第 9図 )

長軸78cm短 軸76cmを 測 り、平面形 は円形を呈す る。集積状態 はやや疎 らで掘 り込 み はもたな

ヽヽ 。

2.遺  物

土器及び石器が出土 した。出土遺物のほとんどは縄文時代早期に属する。

A.土  器 (第 10～ 16図 )

縄文時代早期の土器 は貝殻文、条痕文円筒土器を主体 として、押型文土器、塞 ノ神式土器、

平棒式土器などが出土 した。以下、文様 により次のように分類 される。

第 I類  口縁部 に文様帯を もち、貝殻条痕文を主文様 とす る円筒土器。

Ia一 口縁部 にヘラ状施文具による縦位の沈線文を施す もの。 (1～ 5)

Ib一 口縁部 に棒状施文具 による縦位の沈線文をもち、沈線間の直下 に刺突文を施す もの。

(6)

Ic一 口縁部 にヘラ状施文具 による斜位の刺突文及びその直下 に 2列 の横位の刺突文 を施す

も の 。  (7)

Id一 口縁部に櫛状施文具による連続刺突文を施す もの。 (8)

le

-6-
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Ie一 口縁部 に縦位、斜位の貝殻腹縁刺突文を施す もの。 (9～ 20)

If一 口縁部 に貝殻押引文を施す もの。 (21、 22)

第 Ⅱ類 全面 に貝殻条痕文を施す円筒土器。

Ia一 口縁部 に縦位の貝殻条痕文を施 し、胴部以下 は斜位の貝殻条痕文を施す もの。 (23、 20

Ⅱb一 口縁部 に波状の貝殻条痕文を施 し、胴部以下 は斜位の貝殻条痕文を施す もの。 (25～ 2つ

Ⅱc― 全面 に斜位 もしくは横位の貝殻条痕文を施す もの。 (28～ 31)

第Ⅲ類 貝殻腹縁刺突文を主文様 とし、クサ ビ形貼 り付 け突帯を有する円筒 (角 筒)土器。

Ⅲa一 口唇部 に刻 目を もち、日縁部 に 3条 の貝殻腹縁刺突線文 を横位 に巡 らし、胴部 に縦位

の貝殻腹縁刺突線文を施す円筒土器。 (36～ 38)

Ⅲa'一 Ⅲaの 胴部。 (42～ 48)

Ⅲb一 口唇部 に刻 目をもち、口縁部 に 3条 の貝殻腹縁刺突線文 を横位 に巡 らし、胴部 に縦位

の貝殻腹縁刺突線文を施す角筒土器。 (39～ 41)

Ⅲb'一 Ⅲbの 胴部。 (49～ 52)

第Ⅳ類 貝殻腹縁刺突文を主文様 とし、クサ ビ形貼 り付 け突帯を もたない円筒 (角 筒)土器。

Ⅳa一 口唇部 に刻 目を もち、日縁部 に 2～ 3条 の貝殻腹縁刺突線文 を横位 に巡 らし、胴部 に

縦位の貝殻腹縁刺突線文を施す円筒土器。 (53、 54)

Ⅳb一 口縁部 に刻 目を もち、日縁部 に 3条 の貝殻腹縁刺突線文を横位に巡 らし、胴部 に縦位、

斜位の貝殻腹縁刺突線文を施す角筒土器。 (55、 56)

第 V類 貝殻押引文を施す円筒土器。 (57～ 64)

|す 0
第Ⅵ類 口唇部に刻 目をもち、口縁部に 2条 の貝殻腹縁刺突線文を横位に巡 らし、胴部 に貝殻

押圧文を施す円筒土器。 (65)

第Ⅶ類 口唇部 に刻 目を もち、口縁部 に貝殻腹縁刺突線文、沈線文を横位 にそれぞれ 1条ずつ

巡 らし、胴部 は貝殻条痕文を主文様 とし、 クサ ビ形突帯状 に隆起 させ る円筒土器。

(66)

第Ⅷ類 クサ ビ形貼 り付 け突帯を有するが、突帯間に施文のないもの。 (67～ 69)

第Ⅸ類 山形押型文を施す もの。 (88～ 97)

第 X類 貝殻条痕文を幾何学的に施文するもの。

‐
Ｉ
Ｌ

-9-



Xa一 数条を一単位 とす る貝殻条痕文を横位、斜位 に施す もの。 (98～ 100)

Xb一 員殻条痕文を交互 に斜位 に施文す るもの。 (101)

Xc― 貝殻条痕文を縦位 に波状 に施す もの。 (102)

第�類 縄文を施す土器

�a― 中央部を結束 した縄文を縦位 に施文す るもの。 (103～ 106)

�b― 縄文を施す もの。 (107～ 109)

第�類 その他の土器

�a― 貼付突帯を もつ もの。 (110)

�b一 押圧文をもつ もの。 (111)

� c― 全面 に刺突文を もつ もの。 (112)

第 I類の上器 は口縁部 に文様帯を もち、胴部以下を貝殻条痕文 とす る前平式 の もので、 1、

4、 7は 口縁部内面をナデて、日唇部を尖 らせ気味に成形 している。 11は 口縁部が内湾す る。

第 Ⅱ類の土器 は貝殻条痕文円筒土器で、29は 口縁部 にかけて内湾 し、 27、 30は 口縁 内面 をナデ

て、口唇部をやや尖 らせ気味に成形 している。23は 口唇部 に刻 目を もつ。 32～ 35は I、 Ⅱ類 の

土器の胴部である。

第Ⅲ～Ⅷ類 は吉田式系の上器である。土器の文様 はバ ラエティーに富んでお り、角筒土器 も

存在す る。39～ 41、 55、 56は 角筒土器の口縁部で山形 口縁 にな っている。第 V類 は貝殻押 引文

を施す典型的な吉田式土器の胴部で、本遺跡 においては第Ⅵ類の65の 上器がその口縁部 にな る

と思われる。また、65は 口縁部が外反す る。第Ⅶ類の66は 貝殻条痕文 を押引 き状 に施文す るこ

とにより、 クサ ビ形突帯状 に隆起 させてお り、突帯上 には刺突文を施す。第Ⅷ類の土器 は断面

が丸みをおびた粗雑なクサ ビ形突帯を貼 り付 け、突帯間に文様を もたない。Ⅶ、Ⅷ類 ともに特

異な土器である。

第Ⅸ類 は山形押型文土器である。縦位 に粗大な山形押型文を施文 し、いずれ も原体 の幅が間

延 び したものとなっている。

第 X類の a、 bは 貝殻文系の塞 ノ神式上器である。

第�類の aは 平構式土器で中央を結束 した縄文を縦位 に施 している。 103、 104は 刻 目突帯 を

貼 り付 け、 103は頸部が「 く」の字状 となる。

第�類の110は刺突文を施 した貼 り付 け突帯を もつ もので、手向山式上器 と思われる。

113～ 123は底部で■3、 114、 117は底面 に網代状の圧痕を施す。 115、 116は外面 に貝殻条痕文 を

施 している。底部の形態 は胴部が直立 もしくは、ほぼ直立す るもの (113、 115、 116、 121～ 123)

やや外傾す るもの (114、 117、 118)、 外傾す るもの (119、 120)に分 けられる。

なお土器個別 についての詳細 は観察表を参照 されたい。

下
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柔測N( 器 種 調 整 及 び 文 様 胎 土 色  調 焼成 備 考 取上Nα

1 深 鉢
内 ナデ 0_5～ 2 nulの 砂粒を含み、 1～ 1

51111の 石英粒を含む。

内 淡褐
良

Ａ

３外 ヘラ描き沈線文、ナデ 外 暗褐

深 鉢
内 ナデ 1～ 1 5uulの 砂粒を少量台み、05～

lHIの石英粒を微量に含む。

内 茶褐
良

Ａ

６外 ヘラ摘き沈線文、貝殻条痕文 外 茶褐

深 鉢
内  ナデ l all大 の砂粒を含み、05～ 1

nullの 石英粒を微量に含む。

内 淡褐
良

A
433外 ヘラ描き沈線文、貝殻条痕文 外 暗淡褐

深 鉢
内 ナデ 1～1 5nlの砂泣を少量含み、ごく

細かい石英粒を微量に含む。

内 暗灰褐
良

A
432外 ヘラ描き沈線文、貝殻条痕文 外 淡褐

深 鉢
内 丁寧なナデ 0.5～1 5BIの 砂粒を少量含み、05～

l Dulの石英粒を微量に含む。

内 黄褐
良

Ａ

４外 ヘラ描き沈線文、貝殻条痕文 外 黄褐

深 鉢
内 ナデ 1～ 341の砂粒をやや多めに含み、

1～15111の石英粒を少量含む。

内 にぶい橙
良

A
一括外 沈線文、刺突文、貝殻条痕文 外 黒褐

深 鉢
内  ミガキ 05～ l dllllの砂粒、及び l nllll大

の石英粒を含む。

内 茶褐
良好

Ａ

６外 束U突文 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 1_5Elの砂粒くごく細かな石英

粒及側 5～ l mIBの金雲母を含む。

内 茶褐
良好

Ａ

‐外 束ピ突文、貝殻条痕文 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ ～3mの乳白色砂粒を多く含み、

～2111aの砂粒及び石英粒を含む。

内 にぶい橙
良

A
外 員殻腹縁刺突文、貝殻条痕菜 外 暗黄褐

深 鉢
内 丁寧なナデ ～2 1ttIの砂粒を少量含み、05～

IIIIの 石英粒を微量に含む。

内 暗赤褐
良

Ａ
．
．外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 にぶい橙

深 鉢
内 丁寧なナデ 05～ 1 51Llの 砂粒を少量含み、05～

l lalaの 石英粒を微量に含視

内 にぶい橙
良

Ａ

‐外 員殻腹縁刺突文 外 にぶい橙

深 鉢
内 ミガキ ごく細かな砂粒、 l ml大 の石

英粒をごく微量に含む。

内 赤褐
良好

Ａ

５外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 141の砂粒を少量含み、0 5utI

以下の石英粒を微量に含む。

内 暗灰褐
良

Ａ

６外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l Elllの 砂粒及び石英粒を

少量含む。

内 淡褐
良 一部スス付着

Ａ

６外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 黄褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l llulの 砂粒及び石英粒を

少量含む。

内 にぶい橙
良

Ａ

６外 貝殻腹縁束I突文、員殻条痕文 外 黄褐

深 鉢
内 ナデ 1～ 2 Dullの 砂粒を含み、05～

l mmの石英粒を少量含む。

内 暗褐
良

A
外 員殻腹縁刺突文 外 黄褐

深 鉢
内 丁寧なナデ 15～ 2 alllの砂粒を含み、 l all

大の石英粒を少量含む。

内 暗褐 や
良

や
不

A
660外 貝殻腹縁刺突文、員殻条痕文 外 暗褐

深 鉢
内 ナデ 1～ 1 54ulの 砂粒を含み、 l alll

大の石英粒を少量含む。

内 黄褐
良 19と 同一個体か B

一括外 員殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 黄褐

深 鉢
内 ナデ 1～25111の 砂粒を含み、05～

l lllの石英粒を少量含む。

内 黄褐
良

18と 同一個体か
一部黒褐

B
外 員殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 暗淡褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 1 5Ellの 砂粒を含み、05～

l IIullの石英粒を少量含む。

内 淡褐
良

A
外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l lalの 砂粒及び l Dul未満

の石英粒を少量含む。

内 にぶい橙
良

Ａ

５外 貝殻押引文、貝殻条痕文 外 にぶい橙

深 鉢
内 ミガキ 14u未満砂粒及び石英粒を微 内 茶褐

良好
Ａ

５外 員殻押引文、貝殻条痕文 量に含む。 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ ロ唇部 ;刻 目 1～1 5mmの石英粒をやや多めに含

み、05～ lmlの砂粒を含む。

内 黄褐
良 一部スス付着

B
一括外 員殻条痕文 外 暗褐

深 鉢
内  ナ デ 05～ 15m題の砂粒を含み、0 51tul

以下の石英粒を少量含む。

内 灰褐
良

Ａ

５外 貝殻条痕文 外 淡褐

深 鉢
内 ナ デ 1～ 4 mmの 赤穏色砂粒を微量に含

み、 l II大 の石英粒を少量含む。

内 暗黄褐
良

Ａ

６外 貝殻条痕文 外 暗黄褐

深 鉢
内 ナデ 1～1翫mの砂粒を少量含み、ごく

細かな石英粒を微量に含む。

内 淡褐
良

Ａ

６外 員殻条痕文 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 1■ mの 砂粒を少量含み、05

～15111の 石英粒を少量含む。

内 黄褐
良

Ａ

６外 員殻条痕文 外 にぶい橙

深 鉢
内 丁寧なナデ 1～ 3 ШШの砂粒を含み、05～

l mmの石英粒を少量含む。

内 にぶい橙
良

Ａ

２外 員殻条痕文 外 黄褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l IIllの砂粒及び05～ 1 5mm

の石英粒を含む。

内 暗褐
良

Ａ

２外 貝殻条痕文 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 1 5mmの砂粒を含み、 l all

以下の石英粒を少量含む。

内 淡褐
良

Ａ

３外 貝殻条痕文 外 黄掲

深 鉢
内 ナデ ごく細かな石英粒、細砂粒を

微量に含む。

内 責 褐
良好

A
外 貝殻条痕文 外 黄褐

表 1 伊屋ケ谷遺跡出土土器観察表
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実測No 器 種 調 整 及 び 文 様 胎 土 色  調 焼成 備 考 取上h

深 鉢
内 ナデ 1～ 1 5Eulの 砂粒及び05～ l mm

の石英粒を少量含む。

内 淡褐
良

A
415外 員殻条痕文 外 黄褐

深 鉢
内 丁寧なナデ 05～ l ullの 砂粒及び石英粒を

微量に含む。

内 茶褐
良好

Ａ

６外 貝殻条痕文 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l mmの砂粒及び05～ 1 5nul

の石英粒含む。

内 黄褐
良

Ａ

５外 貝殻条痕文 外 黄褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 1皿mの 砂粒及びごく細か

い石英粒を少量含む。

内 暗褐
良

A
343外 貝殻条痕文 外 暗褐

深 鉢
内 ナデ ロ唇部 ;刻目 1～ 2 ndの砂粒を少量含み、05～

l mШ の石英粒を微量に含む。

内 にぶい橙
良 クサビ形突帯 (欠損)

A
外 貝殻腹縁刺突文 外 にぶい糟

深 鉢
内 ナデ ロ唇部 ,刻目 05～ lnllの 砂粒を含み、ごく細

かな石英粒を微量に含む。

内 黄褐
良 クサビ形突帯

A
149外 貝殻腹縁刺突文 外 にぶい橙

深 鉢
内 ナデ ロ唇部 ;刻目 0 5mm以 下の砂粒及び石英粒を 内 赤褐

良 クサビ形突帯
Ａ

５外 貝殻腹縁刺突文 微量に含む。 外 にぶい橙

深 鉢
内 丁寧なナデ ロ唇部 ;刻目 05～ l Hlの砂粒及び l mm大 の

石英粒を少量含む。

内 赤褐
良

クサビ形突帯

角筒土器

A
外 員殻腹縁刺突文 外 赤褐

深 鉢
内 ミガキ ロ唇部 ;刻目 1～ 2 5Hullの 石英粒を含み、05

all未満の細砂粒を少量含む。

内 赤褐
良

クサビ形突帯

角筒土器

Ａ

６外 貝殻腹縁刺突文 外 赤褐

深 鉢
内 ミガキ ロ唇部 ;刻目 05～ l mlの 砂粒及び石英粒を

少量含む。

内 赤褐
良

クサビ形突帯

角筒土器

Ａ

６外 貝殻腹縁刺突文 外 赤褐

深 鉢
内  ナ デ 1～ 1 5mllEの 砂粒を含み、 05～

l allllの 石英粒を少量含む。

内 にぶい橙
良 クサビ形突帯

A
1外 貝殻腹縁刺突文 外 暗褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 1 5Hllの 砂粒を少量含み、

1～ 2 allの 石英粒を含む。

内 赤褐
良 クサビ形突帯

A
142外 貝殻腹縁刺突文 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 1 5mlllの 砂粒を含み、0 5mm

以下の石英粒を含む。

内 黄褐
良 クサビ形突帯

Ａ

４外 員殻腹縁刺突文 外 にぶい橙

深 鉢
内 ナデ 05～ 2 dШ の砂粒を含み、 ごく

細かな石英粒を少量含む。

内 茶褐
良 クサビ形突帯

A
568外 貝殻腹縁束1突文 外 茶褐

深 鉢
内 丁寧なナデ 0 5mⅡ以下の砂粒を含み、 05～

l mmの石英粒を少量含む。

内 赤褐
良 クサビ形突帯

A
一括外 貝殻腹縁刺突文、員殻条痕又 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ 0 51aI未 満の砂粒を少量含み、05～

l uuの石英粒を微量に含む。

内 黄褐
良 クサビ形突帯

Ａ

６外 貝殻腹縁刺突文 外 黒褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 1剛の砂地を少糧含み、05～ 1

5auの石英粒を微量に含む。

内 黄褐
良 クサビ形突帯

A
一括外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 黄褐

深 鉢
内 丁寧なナデ 0 5ual以 下の砂粒を少量含み、 1～ 1

5mmの石英粒をごく微量に含む。

内 赤褐
良

クサビ形突帯 50と
同一個体か 角筒土器

Ａ

５外 貝殻腹縁刺突文 外 赤褐

深 鉢
内 丁寧なナデ 0 5mm以下の砂粒を少量含み、 l lat

大の石英粒をごく微量に含む。

内 赤褐
良

クサビ形突帯 49と
同一個体か 角筒土器

Ａ

５外 貝殻腹縁刺突文 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ ごく微細な砂粒を含み、1枷以下の

石英粒を微量に含む。

内 赤褐
良

クサビ形突帯
角筒土器

A
一括外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 赤褐

深 鉢
内 調整不明 05～ 211111の 砂粒を含み、微細

な石英粒を微量に含む。

内 黄褐
やや良

クサビ形突帯
角筒土器

Ａ

６外 員殻腹縁束」突文、貝殻条痕文 外 赤褐

深 鉢
内 調整不明 口唇部 ;刻目 05mは大の砂粒を含み、 05～ 1

mmの 石英粒を少量含む。

内 不明 やや

不良
内面剥離

Ａ

３外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 にぶい橙

深 鉢
内 ナデ 05～ l nuの砂粒を少量含み、0 5mm

大の石英粒をごく微量に含む。

内 暗褐
良

A
一括外 貝殻腹縁刺突文、員殻条痕文 外 にぶい橙

深 鉢
内 ナ デ 0 5Dlll以下の砂粒を含み、 l Dul

大の石英粒を微量に含む。

内 黄褐
良 角筒土器

Ａ

６外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 暗褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l mmの砂粒を含み、05～

l IIllの石英砂粒を微量に含む。

内 黄褐
良 角筒土器

Ａ

６外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 にぶい橙

深 鉢
内 ナデ 05～ 15mの砂粒を含み、05～ lmの 石英

粒及び05画以下の金雲母を徴量に含む。

内 茶褐
良

A
外 貝殻押引文 外 暗褐

深 鉢
内 丁寧なナデ 05～ l IIの砂粒を含み、0 5mm以下

の石英粒及び金雲母を少量含む。

内 茶褐
良

Ａ

２外 貝殻押引文 外 暗褐

深 鉢
内 ナデ 05m未満の砂粒を合み、051111以 下の金雲母を

少量及倒 5～ lmの膠軸留姫に合帆

内 茶褐
良

Ａ

２外 貝殻押引文 外 暗褐

深 鉢
内 調整不明 ごく細かな砂粒を含み、05～ 25mの石英

粒及び05～ 2画 の金雲母を少量含む。

内 不明 やや

不良

Ａ

３外 貝殻押引文 外 暗褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 2側 の砂粒を含み、05～ 2 5mtの 金雲

母及び1～ 15mの石英粒を含む。

内 茶褐
良

Ａ

３外 貝殻押引文、員殻押圧文 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 3コnの砂粒を含み、05～ 2 mmの 金雲

母及び1～ 2 mmの 石英粒を少量含む。

内 赤褐
良

Ａ
５
５外 貝殻押引文、貝殻条痕文 外 赤褐
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深 鉢
内 ナデ 05～ 1 5mIBの 砂粒を含み、05～ l mm

の金雲母及び石英粒を少量含む。

内 赤褐
良

Ａ

２外 貝殻押引文 外 赤褐

深 鉢
内 丁寧なナデ 0 5all以下の砂粒を含み、 0 5Hl

大の石英粒を微量に含む。

内 暗褐
良

Ａ

６外 貝殻押引文 外 にぶい橙

深 鉢
内 丁寧なナデ ロ唇部 ,刻目 ごく細かい自色砂粒を含み、 15～ 2 mIの

赤褐色砂払 1～15mの石英粒、05111未
満の金薫母を′拐肇含む^

内 茶褐
良

Ａ

６外 貝殻腹縁刺突文、貝殻押圧文 外 茶褐

深 鉢
内 丁寧なナデ ロ唇部 ;刻目 05～ l mmの 砂仏 05m以下の金雲母を少

量含み、1～15mの石英粒移閥量に合む。

内 茶褐
良 クサビ形突帯状の隆起

Ａ
．
．外 貝鰯 映太 泌駄 束映ス 員触 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l mⅢの砂粒を含み、05～

l Hullの石英粒を微量に含む。

内 にぶい橙
良 クサビ形突帯

A
外 ナデ 外 黄褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 1 5alllの 砂粒を含み、 lШ皿

大の石英粒を少量含む。

内 にぶい橙
良 クサビ形突帯

A
158外 ナデ 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l nlllの砂粒を含み、 l mm

大の石英粒を少量含む。

内 赤褐
良 クサビ形突帯

A
外 ナデ 外 茶褐

深 鉢
内 丁寧なナデ ロ唇部 ;刻目 1 nllll大 の砂粒を少量含み、05

l Hllの石英粒を微量に含む。

内 淡褐
良好

A
677外 貝殻腹縁刺突文 外 淡褐

深 鉢
内  ナ デ 051111以下の砂粒を含み、05～

l llllの石英粒を微量に含む。

内 赤褐
良 角筒土器

Ａ

６外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 赤褐

深 鉢
内  ナ デ 1～ 1 5alllの 石英粒を少量含み、

0 5ШШ以下の砂粒を微量に含む。

内 茶褐
良 角筒土器

Ａ

３外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ 05m以下の砂粒を少量合み、05～

l auの石英粒を微量に含む。

内 赤褐
良

A
一括外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ 微細な砂粒を含み、05～ l llul

の石英粒を微量に含む。

内 赤褐
良

Ａ

５外 員殻腹縁刺突文、員殻条痕文 外 にぶい橙

深 鉢
内 ナデ 微細な白色砂粒を含み、05～

l IIllの石英粒を少量に含む。

内 赤褐
良

A
一 括
287外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 茶褐

深 鉢
内 調整不明 05～ l llの砂粒を含み、 l mm

未満の石英粒を微量に含む。

内 不明 やや
不良

Ａ

３外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 タト にない橙一部黒褐

深 鉢
内 調整不明 05～ 3 ndの 砂粒を含み、 と～1 51aI

の石英粒を少量含む。

内 不明 やや
不良

Ａ

４外 貝殻腹縁刺突文 外 黄褐

深 鉢
内 調整不明 05～ 1 5mmの石英粒を少量含み、微

細な砂粒を微量に含む。

内 不明 やや
不良

A
5外 貝殻腹縁刺突文 外 にぶい橙

深 鉢
内 ナデ 1～2 5mllの砂粒を含み、 1～

1 5mmの 石英粒を微量に含む。

内 茶褐
良

Ａ
２
２外 貝殻腹縁刺突文 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 2mの砂粒を含み、微細な金雲母を少

量及びl mm以 下の石英粒を徴量に含む。

内 茶褐
良

B
外 貝殻腹縁刺突文 外 黄褐

深 鉢
内 調整不明 0 5Dul以下の砂粒を含み、 05～

l Hlllの 石英粒を微量に含む。

内 不明 やや

不良
A

外 貝殻腹縁刺突文 外 にぶい橙

深 鉢
内 調整不明 0 5Dull以下の砂粒及び石英粒を

微量に含む。

内 不明 や
良

や
不

Ａ

６外 貝殻押引文 外 暗褐

深 鉢
内 ナ デ 0 5Hll未満の砂粒及び05～ l alll

の石英粒を少量含む。

内 赤褐
良 角筒土器

Ａ

４外 貝殻腹縁刺突文ヽ ヘラ槽き沈線文 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ 0 5mm以 下の細砂粒を含み、05

～ l IIllの石英粒を微量に含む。

内 赤褐
良 角筒土器

A
587
663外 員殻腹縁束」突文 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 5 mШ の砂粒を含み、 l Hl

以下の石英粒を少量含む。

内 にぶい橙
良 角筒土器

Ａ

６外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 黒褐

深 鉢
内 丁寧なナデ 05～ 15111の石英粒及びごく微

細な砂粒を微量に含む。

内 赤褐
良好 角筒土器

Ａ

５外 貝殻腹縁刺突文 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ 0 5mШ以下の砂粒を少量含み、0

5mm以下の石英粒を微量に含む

内 淡褐
良 角筒土器

Ａ

５外 貝殻腹縁刺突文、員殻条痕文 外 にぶい橙

深 鉢
内 ナデ

05～ 2 ШШの砂粒を含む。
内 暗黄褐

良
A

外 山形押型文 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 1 5mlの 砂粒を合み、05～

lallllの石英粒を少量含む。

内 暗黄褐
良

A
外 山形押型文 外 茶褐

深  鉢
内 ナ デ 1～ 3 allの 砂粒を多量に含み、

05～ 14111の 金雲母を微量含む。

内 黄褐
良 129

474外 山形押型文 外 茶褐

深 鉢
内 丁寧なナデ 2～ 3mの砂粒私 1 5mmの石英粒を

低 054mの金雲母をごく微量含む。

内 褐
良

Ａ

４外 山形押型文 外 褐

深 鉢
内 ナデ 1～ 2mの砂粒を含み、05～ l mmの石英

粒狼 05～ lmmO金雲母を微量含む。

内 褐
良

Ａ

３外 山形押型文 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ 1～ 2mmの砂粒を含み、lmの石英粒を微

量 05mの金雲母をごく徴量含む。

内 暗黄褐
良

Ａ

４外 山形押型文 丁寧なナデ 外 茶褐

０
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深 鉢
内 ナデ

1～ 2 mmの砂粒を含む。
内 暗黄褐

良
A
一括外 山形押型文 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ

1～2 5Hlの 砂粒を少量含む。
内 責褐

良
Ａ

６外 山形押型文 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ

l mm大の砂粒、石英粒を合む。
内 暗褐

良
A

外 山形押型文 外 茶褐

深  鉢
内 ナデ

l mm大 の砂粒、石英粒を含む。
内 黄褐

良
A

外 山形押型文 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l mmの砂粒、石英粒を含

む。

内 茶褐
良 99、 100と 同一個体か

B
外 貝殻条痕文 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ 1～ 1 5mmの 砂粒及び石英粒を

含む。

内 茶褐
良 98、 100と 同一個体か

B
外 貝殻条痕文 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 1血Шの砂粒及び石英粒を

少量含む。

内 茶褐
良 98、 99と 同一個体か

外 貝殻条痕文 外 茶褐

深 鉢
内 丁寧なナデ 05～ 1 5Dlllの 石英粒を少量含

む。

内 淡褐
良

A
436外 貝殻条痕文 外 暗褐

深 鉢
内 ナデ 15～ 3 mulの 砂粒及び 1～ 1 5mm

の石英粒を含む。

内 暗黄褐
良

A
外 貝殻条痕文 外 淡茶褐

深 鉢
内 ナデ 0 5nlll大の砂粒及び石英粒を少

量含む。

内 淡黄褐
良 刻目突帯

A
外 縄文 (結束縄文) 外 灰褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l IIllの 砂粒及び石英粒を

含む。

内 暗黄褐
良 刻目突帯

A
6外 縄文 (結束縄文) 外 灰褐

深 鉢
内 ナデ 1～ 1 5mlの 砂粒及び石英粒を

含む。

内 黒褐
良

A
8外 縄 文 (結東 縄 文 ) 外 淡黄褐

深 鉢
内 ナ デ 1～ 1 5mllの 砂粒及び石英粒を

含む。

内 黒褐
良

Ａ

２外 縄文 (結束縄文) 外 淡責褐

深 鉢
内 不明 1～ 2 ulの 砂粒及び石英粒を

含む。

内 赤褐 や
良

や
不

６７

‐０４外 縄文 外 暗褐

深 鉢
内 ナデ 1～254111の 砂粒及び石英粒を

やや多量に含む。

内 褐 や
良

や
不

A
外 縄文 外 褐

深 鉢
内 丁寧なナデ 05～ l lnllの 砂粒及び石英粒を

含む。

内 黄褐
良

A
441外 縄文 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l mmの砂粒及び石英粒を

少量含む。

内 茶褐
良 刻目突帯

Ａ
２
３外  ナデ 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l mmの砂粒及び石英粒を

含む。

内 黒褐 や
良

や
不

Ａ

６外 押圧文 外 淡茶褐

深 鉢
内 ナデ 1～ 3 mmの砂粒を少量、 0 5mm

大の石英粒を微量含む。

内 黄褐 や
良

や
不

Ａ
３
５外 束I突文 外 茶褐

深 鉢
内 ナデ

05～ 1■mの砂粒を微量含む。
内 貢褐

良 底部
Ａ

４外 ナデ 底面 :網代状の圧痕 外 淡褐

深 鉢
内 ナ デ 1～ 1 5mmの 砂粒及び石英粒を

少量含む。

内 灰褐 や
良

や
不

底部
Ａ

５外 不明 底面 :網代状の圧痕 外 黄褐

深 鉢
内 ナデ 0 5mШ大の砂粒及び石英粒を含

む。

内 赤褐
良 底部

A
一括外 貝殻条痕文 外 赤褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l mmの 砂粒及び石英粒を

少量含む。

内 暗黄褐
良 底部

A
一括外 貝殻条痕文 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ 1～ 1 5mlの 砂粒及び石英粒を

微量含む。

内 黒褐 や
良

や
不

底 部
A

外 不明 底面 ;網代状の圧痕 外 淡茶褐

深 鉢
内 ナデ 0 5Hll大の砂粒及び石英粒を含

む。

内 暗黄褐
良 底部 673

674外 ナデ 外 淡茶褐

深 鉢
内 ナ デ

l llll大の砂粒を微量含む。
内 淡責褐

良 底部
A
616外 ナデ 外 淡黄褐

深 鉢
内 ナデ 0 5mm大 の砂粒及び石英粒を含

む。

内 淡黄褐
良 底部

A
621外 ナデ 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ 0 5mm大 の砂粒及び石英粒を含

む。

内 暗黄褐
良 底部

Ａ

６外 ナデ 外 黄褐

深 鉢
内 ナデ 0 5ml以 下の砂粒及び石英粒を

含む。

内 灰褐
良 底 部

Ａ

６外 貝殻条痕文 外 淡黄褐

深 鉢
内 ナデ 1～ 3 mmの 砂粒及び l mm大 の

石英粒を含む。

内 灰褐 や
良

や

不
底部

Ａ

５外 ナデ 外 淡黄褐
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B.石  器 (第 17～ 19図 )

死
=観

次 (124-129)

6点出土 している。 1点が平基式である以外 はすべて凹基式の石鏃である。

124は平基式の正三角形状を呈 した石鏃である。チ ャー ト製。

125は正三角形状を呈 し、基部を円弧状に浅 く快 る。チャー ト製。

126は二等辺三角形状を呈 し、基部をV字状に快 り、脚部を作 り出 している。チ ャー ト製。

127は二等辺三角形状を呈 し、基部を浅 くV字状 に快 り、脚部 を作 り出 している。姫島産黒曜

石製。

128は二等辺三角形状を呈 し、基部を深 くV字状 に快 り、脚部 を作 り出 している。両側縁 は鋸

歯状 に調整加工を施 している。黒曜石製。なお全体の 2分 の 1程度が欠損 している。

129は二等辺三角形状を呈 し、基部をU字状に快 り、脚部 を作 り出 している。脚底部 は平 らに

整形 されている。頁岩製。

用
=妄

書 (130-135)

6点 出土 している。いずれ も破損品である。

130は打製石斧でほぼ全面 に粗 い加工を施 している。刃部 は両刃 と思われる。流紋岩製。

131は打製石斧で側縁部 に加工を施 している。刃部 は両刃である。流紋岩製。

132は 小型の磨製石斧で全体の形状 は方形を呈す る。表面 は横方向、裏面 は斜方向 に研磨痕が

み られる。流紋岩製。

133は小型の磨製石斧で両面 とも研磨痕がみ られる。刃部 は両刃 となっている。流紋岩製。

134は細みの短冊形を呈 し、刃部 は片刃 となっている。粘板岩製。

135は柱状を呈 し、全面 に粗い加工を施 し、先端部 を尖 らせている。用途 は不 明であるが ここ

では一応石斧の類 に加えてお く。流紋岩製。

スクレイパー (136)

1点のみの出土である。左側縁 に背面 より細かい加工、裏面 より大まかな加工を施 し、刃部

を形成 している。また、裏面下部 にも細かい加工が施 してある。

高支石  (137-140)

4点出土 している。

137は棒状の敲石である。一端 は欠損 してお り、残 った一端 に敲打痕がみ られ る。 また、 3面

に人工的な浅い くばみを もち、磨痕 も認め られる。砂岩製。

138は棒状の敲石で断面 は四角形を呈す る。上下両端 に敲打痕 を もつ。 また、 3面 に磨痕 が認

め られる。砂岩製。

139は上下両端、左右両側面、表面 に敲打痕をもつ。粘板岩製。

140は上端部 に敲打痕を もつ。割れは使用 によるものと思われる。尾鈴山酸性岩類製。

―-22-―
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磨石  (141)

5点 出土 している。石材はいずれも尾鈴山酸性岩類である。 141は 楕円形の形状を呈 し、表

裏両面を使用 している。

石皿  (142)

4点出土 している。いずれも砂岩製である。142は 最 も大型のもので、作業面 は両面 におよ

ぶ。両面 ともよく使用され、表面 は平坦で滑 らかな状態になっている。

景J井十 (143-145)

143、 144は流紋岩製の使用痕のみ られる剥片である。145は 黒曜石製の剥片である。

第 2表 伊屋ケ谷遺跡出土石器観察表

血 器  種 石  材 最大長 (Inlll) 最大幅 (Illln) 最大厚 (Illlll) 重量(g) 備  考 取上血

石 鏃 チャー ト 18.0 19.5 3.70 A-506

石 鏃 チ ャー ト 14.0 14.5 3.00 A-543

126 石 鏃 チ ャー ト 23.0 16.0 2.50 0.88 B-65

石 鏃 黒曜石 3.20 姫島産黒曜石 A-708

128 石 鏃 黒曜石 7.0 3.65 0.48 1/2欠損 A-172

石 鏃 頁 岩 1.73 B-59

130 石 斧 流紋岩 93.0 49.5 25.55 150.00 打製石斧 A-233

石 斧 流紋岩 88.5 55.5 25。 25 138.00 打製石斧 A-704

石 斧 流紋岩 48.5 285 11.30 22.42 磨製石斧 A-694

石 斧 流紋岩 64.5 36.0 10.55 29.04 磨製石斧 A-218

134 石 斧 粘板岩 74.5 24.0 8.50 24.10 A-214

135 石 斧 ? 流紋岩 99.5 34.0 23.30 92.33 A-709

136 スクレイパー 流紋岩 54.5 44.5 12.30 41.01 B-56

敲 石 砂 岩 101.0 43.0 37.65 249.00 磨石としても使用 A-711

138 敲 石 砂 岩 148.5 63.5 56.85 823.00 磨石としても使用 B-60

敲 石 粘板岩
Ｏ
Ｏ 22.35 111.10 B-5

140 敲 石 尾鈴山酸性岩類 115.0 60.5 28.35 214,00 A-209

141 磨 石 尾鈴山酸世岩類 156.0 122.0 59.00 1590.00 A-170

力
■ 石 皿 砂 岩 278.5 136.0 50.00 2500.00 A-188

143 使用痕ある剥片 流紋岩 38.0 39.0 8,75 13.42 A-167

刀
仕 使用痕ある剥片 流紋岩 49.0 38.5 7.95 14.69 A-227

145 剥 片 黒曜石 29.0 13.60 8.75 A-221
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第 4節 古墳時代の遺構 と遺物

1.遺 構 (第 20図 )

古墳時代の遺構 として竪穴式住居が 1軒検出された。調査 は住居址全体の 2分の 1程度 が調

査区外 にかか ってお り、完掘することがで きなか った。

竪穴式住居 は東西約330cmの 隅丸方形 プランで東側 は時期不明の溝 によ り切 られている。住

居址 は削平を受 けている為 に 9 cmの 深 さしか残存 していなかった。

住居址内か らは土師器の甕、椀、高郭などが出土 した。椀 は住居址の中心か らやや北西寄 り

で底面 に置かれた状態で出土 し、中心 よりやや東北寄 りの底面か ら作業台に使 ったと思 われ る

大石が出土 した。柱穴、炉址などは検出されなか った。

0        1m

2.遺  物 (第 21図 )
住居址実測図

146は甕で口縁部径 22.8cm、 胴部最大径 22.7cmを 測 る。 口縁部 は外反 し、端部 は尖 る。頸部 は

「 く」の字状 とな り、胴部 は胴中央部 より上位で最 も膨 らみ、底部 にむか って しだいにすばま

る。胴部の張 りはそれほど大 きくはない。調整 は口縁部外面 に粗 い工具 ナデ、胴部及 び内面 は

ヨコナデである。胎土に0.5～ 1.51nmの 砂粒、赤褐色 の粒子 を含み、焼成 は良好 で赤褐色 を呈す

る。

147は 高郭の郭部で郭底部近 くに弱い稜をもち、 日縁 は大 き く外反 し、 口縁端部 は尖 る。 口

径は27.3cmで 内外面 ともにナデ調整を施す。胎土 に0.5～ 1.Olllllの 砂粒、赤褐色 の粒子 を含 み、焼

成 は良好で黄褐色を呈す る。

148は椀で口縁部径 14.7cm、 器高6.2cmを 測 る。底部 は丸みをおびてお り、体部 は内湾気味 に立

ち上がる。口縁部 は外反 し、端部 は器壁が薄 くな り尖 る。調整 は内外面 ともナデである。胎土

に0.5～ 2.OInlllの 砂粒、赤褐色の粒子を含み、焼成 は良好で明黄褐色を呈す る。
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第Ⅲ章 小原山第 1遺跡の調査

第 1節 調査の概要

小原山第 1遺跡は宮崎市大字瓜生野字小原山5319-1外 に所在 し、台地の南端部 に位置 して

いる。西側は谷に面 し、南側は傾斜 して、久保・ 竹篠地区の集落をのせる竹篠台地へ と続 く。

東側は道路を挟んで南西より細い谷が入 り込み、北東か ら北側にかけては畑地が広がっている。

調査は、まず重機による表土剥 ぎを行い、その過程において、アカホヤ層まで削平を受 け撹

乱 していることが判明 し、掘削はアカホヤ層直下の黒色土上面までとした。また、調査区の西

側 3分の 2はすでに包含層が削平されている状態 となっていたので、掘 り下げは東側を中心 に

行 った。調査の結果、旧地形は西側から東側に傾斜 しており、更に調査区の東側においては北

か ら南になだ らかに傾斜 していたことが確認された。

遺構、遺物 としては集石遺構、土坑が検出され、縄文時代早期を中心 とした土器、石器類が

出上 した。調査期間は平成 6年 6月 6日 か ら6月 21日 までで、調査面積 は210ぜ である。

第 2節 層 序

東側南 一北セクションを もとに層位図を作成 している。基本層序 は以下 に示す通 りである。

_ 王____Jr   ぅ生

I層 ―黒褐色土層

耕作土。

Ⅱ層 ―橙褐色土層

_次堆積 アカホヤ。

Ⅲ 層 ―橙褐色土層

一次堆積アカホヤ。

Ⅳ 層 一黒色土層

粘 り気をもつ。

Va層 一暗褐色土層 (や や暗)

遺物包含層。

Wb層 ―暗褐色土層 (や や明 )

遺物包含層。

Ⅵ 層 ―明褐色土層。

ローム質である。

Va

Vb

Ⅵ

第22図 小原山第 1遺跡標準土層図
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第 3節 遺構 と遺物

1.遺 構

集石遺構 1基 と時期不明の土坑 1基が検出された。

集石遺構 は径63cmの ほぼ円形のプランで、明確な掘 り込みは認め られない。礫 の集積状態 は

疎 らであり、礫の数 は少ない。

土坑 は不整円形の平面形を呈 し、埋土内か ら轟式の土器が出土 してお り、築造時期 は縄文時

代前期以降 と考え られる。

2.遺 物

縄文時代早期 。前期の上器、石鏃、敲石、台石等の石器類が出土 している。

A.土  器 (第 24～ 26図 )

貝殻文円筒土器、貝殻条痕文円筒土器、押型文土器、轟式土器等が出土 している。以下、文

様 により次のように分類 される。

第 I類  口縁部 に文様帯をもち、貝殻条痕文を主文様 とす る円筒土器。

Ia一 口縁部 にヘラ状施文具による縦位の沈線文を施す もの。 (1～ 5)

Ib一 口縁部 に棒状の施文具で縦位の沈線文を施 し、その直下 に 2列 の連続刺突文 を施す も

の 。  (6)

Ic一 口縁部 にヘラ状施文具 による連続刺突文を施す もの。 (7)

Id一 口縁部 に縦位、斜位の貝殻腹縁刺突文を施す もの。 (8、 9)

Ie一 口縁部 に貝殻押引文を施す もの。 (10、 11)

第 Ⅱ類 全面に貝殻条痕文を施す円筒土器。

Ia一 口縁部 に波状の貝殻条痕文を施す もの。 (12)

Ⅱb― 全面 に斜位 もしくは横位の貝殻条痕文を施す もの。 (13～ 15)

第Ⅲ類 貝殻腹縁刺突文を主文様 とす る円筒土器。

Ⅲa一 口唇部 に刻 目をもち、口縁部 に横位、胴部 に縦位の貝殻腹縁刺突線文 を施 し、 クサ ビ

形貼 り付 け突帯を有す るもの。 (18、 19)

Ⅲb一 口唇部 に刻 目をもち、日縁部 に横位、胴部に縦位の貝殻腹縁刺突線文 を施 し、 クサ ビ

形貼 り付 け突帯を もたないもの。 (20)

第Ⅳ類 口唇部 に刻 目をもち、口縁部 に横位の貝殻腹縁刺突線文、胴部以下 は貝殻条痕文 を施

し、 クサ ビ形貼 り付 け突帯を有す るもの。 (21)

01 D
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第 V類  口唇部 に刻 目を もち、日縁部 に横位の貝殻腹縁刺突線文を巡 らし、その直下 に羽状 の

刺突文を施す もの。 (22)

第Ⅵ類 クサ ビ形貼 り付 け突帯を鋸歯状 に施す もの。 (23)

第Ⅶ類 山形押型文土器。 (41)

第Ⅷ類 沈線文を施す もの。 (42)

第Ⅸ類 轟式土器。 (43、 44)

第 X類  その他の上器。

Xa一 穿孔を施す もの。 (45)

Xb一 無文の もの。 (46)

I類 は前平式 に属す る土器群である。

ヘラ描 き沈線文を巡 らせ、文様帯を区画

や尖 らせ気味に成形 している。

Ⅱ類 は貝殻条痕文円筒土器である。 12は 口縁内面をナデて口唇部をやや尖 らせ気味 に成形 し

ている。 16、 17は I、 Ⅱ類の土器の胴部 に想定 され、斜位の貝殻条痕文を施 し、器壁 は厚 い。

Ⅲ～Ⅵ類 は吉田式系の上器である。全体的に器壁 は薄い。 18、 19は 断面三角形 の高 くしっか

りしたクサ ビ形突帯をもち、地文に斜位の条痕を施 している。 18は 口縁部がやや外反す る。 21

はクサ ビ形突帯を 2段 に貼 り付 ける。22は 横位の貝殻腹縁刺突文を施 し、その直下 に羽状 の刺

突文を施す。23は クサ ビ形突帯を垂直でな く、鋸歯状に貼 り付 ける特殊 な土器 であ る。24～ 36

は胴部である。37～ 40は 底部で器壁 は薄 く直立する。底部外面 に縦位、斜位の刻線を施す。

Ⅶ類の41は 押型文土器の小片で縦位 に浅 く、間延び した山形押型文を施文す る。本遺跡 出土

の押型文土器 はこれ 1点 のみである。

Ⅸ類 は轟式土器で、43は 断面三角形の ミミズばれ状の隆起線を 3条施 している。 内面 は貝殻

条痕 により調整 されている。轟 B式 に想定 される。44は 強い条痕を横位 に施 してい る。 ともに

土坑埋土内より出上 した。

47～ 55は底部で、すべて平底であ る。47～ 51は 底面 に網代状 の圧痕 を施す。底部 の形態 は、

外傾す るもの (47～ 49、 51、 52、 54、 55)、 やや外傾す るもの (50、 53)に分 けられる。

なお土器個別 についての詳細 は観察表を参照 されたい。

4、 5の 土器 は縦位のヘラ描 き沈線文の直下 に横位 の

している。また 5、 8は 日縁内面をナデて口唇部 をや

0ハ

Ｖ
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第 3表 小原山第 1遺跡出土土器観察表

O

棄測Nc 器 種 調 整 及 び 文 様 胎 土 色  調 焼成 備 考 取上No

1 深 鉢
内 ナデ 0 5nul以下の砂粒を含み、石英

粒を微量に含む。

内 灰褐
良

外 ヘラ描き沈線文、員殻条痕文 外 黒褐

深 鉢
内 ナデ 0 54ul以下の砂粒及び石英粒を

含む。

内 灰褐
良

外 ヘラ描き沈線文、貝殻条痕文 外 暗褐

深 鉢
内  ナ デ l mm以 下の砂粒、石英粒を含む。

5m大の砂粒をごく徴量に含むe

内 淡黄褐
良

外 ヘラ描き沈線文 外 淡責褐

4 深 鉢
内 ナデ

細砂粒及び石英粒を含む。
内  褐

良 208
外 ヘラ描き沈線文、ナデ 外 黒褐

深 鉢
内 ナデ l alll以 下の砂粒及び細かい石

英粒を含む。

内 黄褐
良

外 ヘラ描き沈線文、貝殻条痕文 外 黒褐

深 鉢
内 ナデ l Hllll以 下の砂粒、細かい石英

粒を含む。

内 淡褐
良

外 沈線文、刺突文 外  黒

深 鉢
内 丁寧なナデ l nwll以 下の砂粒、石英粒を含

む。

内 褐
良

外 束」突文、貝殻条痕文 外 黄褐

深 鉢
内 ナデ lm以下の砂粒を含み、石英

粒を少量合む。

内 淡褐
良 一部スス付着

外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 淡褐

深 鉢
内 ヘラナデ l nu未満の石英粒及び0 5Dll以

下の砂粒を含む。

内 褐
良

外 貝殻腹縁刺突文、貝殻条痕文 外 暗褐

深  鉢
内 ミガキ 1 4ul未満の砂粒及び石英粒を

含む。

内 黒褐
良

外 貝殻押引文、貝殻条痕文 外 にぶい橙

深  鉢
内 ナデ 0 5mllll以下の砂粒及び石英粒を

含む。

内 暗黄褐
良好

外 貝殻押引文、員殻条痕文 外 黒褐

深 鉢
内 ナデ 0 5Dull以下の砂粒を含み、微細

な石英粒を少量含む。

内 灰褐
良

外 員殻条痕文 外 暗褐

深 鉢
内 ナデ 0 5mШ以下の砂粒及び微細な石

英粒を含む。

内 灰褐
良

外 員殻条痕文 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ 1 5mШ以下の砂粒及び l nlll以 下

の石英粒を含む。

内 淡褐
良

外 貝殻条痕文 外 暗褐

深 鉢
内 ナ デ l IIll以 下の砂粒及び石英粒を

含む。

内 淡褐
良

外 員殻条痕文 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 2 mmの砂粒を多量に含み、

l IIlll以下の石英粒を少量含む。

内 黄褐
良

外 貝殻条痕文 外 にぶい橙

深 鉢
内 丁寧なナデ 1～ 1511111の 石英粒及び0 5mm以

下の砂粒を少量含む。

内 黒褐
良好

外 貝殻条痕文 外 責褐

深 鉢
内 丁寧なナデ ロ唇部 i刻目 細砂粒を含み、 2 Hll未満の石

英粒を少量含む。

内  掲
良好 クサビ形突帯

外 貝殻腹縁束I突文、貝殻条痕文 外 暗黄褐

深 鉢
内 丁寧なナデ ロ唇部 :刻目 2 alll以 下の砂粒及びごく細か

い石英粒を微量に含む。

内 暗 褐
良好 クサビ形突帯

外 貝殻腹縁刺突文 外 黒褐

深 鉢
内 ナデ ロ唇部 ,刻目 細砂粒を含み、 1411以下の石

英粒を微量に含む。

内 黄褐
良

外 貝殻腹縁刺突又 外 黄褐

深 鉢
内 ナデ ロ唇部 ;刻目 1～ 2mの砂粒、 l all以下の

金雲母を含む。

内 暗褐
良好 クサピ形突帯

外 貝殻腹縁刺突文、員殻条痕文 外 暗褐

深 鉢
内 ナデ ロ唇部 ;亥J目

ごく、細かな砂粒を含む。
内 黄褐

良好
外 員殻腹縁刺突文、刺突文 外 黒褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l nul未満の砂粒を含み、

微細な石英粒を微量に含む。

内 褐
良好 クサビ形突帯外 刺突文 外  褐

深 鉢
円  ナ デ

0 5mm以 下の砂粒を含む。
内 責褐

良
外 貝殻腹縁束1突文、貝殻条痕文 外 黄褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 1 5allの 石英粒及び l oul未

満の砂粒を少量含む。

内 にぶい橙
良外 員捌暁働祉短患 ヘラ描き沈線 外 にぶい橙

深 鉢
内 ナデ ごく細かい砂粒を含み、 0 5alll

以下の石英粒を少量含む。

内 暗赤褐
良好外 員殻腹縁刺突文 外 にぶい橙

深 鉢
内 不明

05～ l mmの砂粒を含む。
内 淡黄褐

良外 貝殻腹縁刺突文 外 責褐

深 鉢
内 ナデ 0 5Hll以下の砂粒を含み、 l mm

以下の石莫粒を少量含む。

内  褐
良 4外 貝殻腹縁刺突文 外  黒

深 鉢
内 ナデ 05～ 2コШ以下の砂粒を含み、 l mm

以下の石英粒を微量に含む。

内 黄褐一部橙褐
良外 貝殻腹縁刺突文 外 褐

深 鉢
内 ナデ 2m以下の灰色、l Ha以 下の淡褐色、黒赤褐色

砂粒を含み、1皿未満の石莫粒を少量含む。

内 暗茶褐
良 9外 員殻押引文 外 暗褐

深 鉢
内 ナデ 05m以下の砂粒を含み、 l mm未 満の石

英粒、2～ 3 mmの 砂粒を徴量に含む。

内 暗褐
良好外 貝殻腹縁刺突文 外 暗褐



棄測No 器 種 調 整 及 び 文 様 胎 土 色  調 焼成 備 考 取上配

深 鉢
内  ナ デ 05画以下の砂粒秘 、05剛未満の石英

粒(2～ 311tmの 砂粒を微量に含む。

内 暗褐
良好

外 貝殻腹縁刺突文 外 褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 2 Hllの 砂粒を含み、 2 mul

未満の石英粒を微量に含む。

内 淡褐
良

外 貝殻腹縁刺突文 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ 05加以下の砂粒を含み、 2 Eal以 下

の石英粒もごく微量に含む。

内 暗褐
良

外 員殻腹縁刺突文 外 褐

深 鉢
内 ナデ 05～ 1 5Eulの 白色、白乳色の砂

粒を微量に含む。

内 褐
良

外 員殻腹縁刺突文 外 暗褐

深 鉢
内 ナデ 0 5mm以 下の黒色砂粒を少量含 内  褐

良
外 貝殻腹縁刺突文 む 。 外  褐

深 鉢
内 ナデ 1画以下の砂粒を含み、 ごく

細かな石英粒を微量に含む。

内 黒褐
良 底部

外 貝殻腕働趾走ス ヘラ描き耀 外 黄褐

深 鋸
内 ナ デ 05～1 5mmO醐、0 5mmt満 の黒色

砂粒を含み、石英位ヨ醜塾こ含視

内 暗褐
良好 底部

外 員調舅籐祉短患 ヘラ描き廠 外 褐

深 鉢
内 調整不明 (ナ デか?) 1耐 の開玉割五 ごく細わゝな淡褐色

の砂粒及び1画以下の石英粒を少量含む。

内 赤褐
良好 底部

外 朗 映ス ヘラ描説協嵌 外 暗赤褐

深 鉢
内 ナデ 細かい砂粒を含み、0 5mm以 下

の石英粒を微量に含む。

内 暗赤褐
良 底部

外 負調麟隷は ヘラ描きを筋嵌 外 暗赤褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l Hllの砂粒を含み、 l IIul

以下の石英粒を少量含む。

内 茶褐
良 4

外 山形押型文 外 にぶい橙

深 鉢
内 丁寧なナデ l Hul以下の砂粒及び石英粒を

含む。

内 暗黄褐
良好 1

外 沈線文 外 暗黄褐

深 鉢
内 貝殻条涙 ごく細かな砂粒を含み、微細

な石英粒を微量に含む。

内 黄褐
良好

P―

外 隆起線文 外 黒褐

深 鉢
内 ナ デ 1画以下の褐峙白伝 0 5om以下の黒色砂

粒及びごく働細な石英粒者舒眺

内 暗黄褐
良好

P―

外 貝殻条痕文 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ ごく細ヽ 黒ヽ、自色帆 2 1ml以下の赤褐、

灰色砂粒及び石英位を含む。

内 灰褐
良

外 丁寧なナデ 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ 0_5～ 3 allの 砂粒及び l IIIEl以 下

の石英粒を含む。

内 暗茶褐 や
良

や
不 穿孔あり

外 調整不明 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ l aldl以 下の砂粒及び石英粒を

含む。

内 淡灰褐
良 底 部

外 ナデ 底面 ;網代状の圧痕 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ ごく細かな砂粒及び石英粒を

含む。

内 淡黄褐
良 底部

外 ナデ 底面 ;網代状の圧痕 外 淡責褐

深 鉢
内 調整不明 2 mll以下の砂粒及び l ulE未満

の石英粒を含む。

内 淡褐
良 底部 229

外 ナデ 底面 ;網代状の圧痕 外 淡褐

深 鉢
内 ナ デ 05～ l mmの砂粒を含み、 l Dul

大の石英粒を少量含む。

内 淡褐
良 底部

外 ナデ 底面 ;網代状の圧痕 外 淡黄褐

深 鉢
内 調整不明 1～ 1 5Dlllの 砂粒を含み、05～

l ⅢШの石英粒を少量含む。

内 暗褐
良 底部

外 ナデ 底面 :組織痕 ? 外 にぶい橙

深 鉢
内 ナデ 1 4ull以 下の細かい砂粒及び石

英粒を含む。

内 黒褐
良 底部

外 ナデ 外 淡褐

深 鉢
内 ナデ 05～ l llEの砂粒を含み、 l ulll

以下の石英粒を少量含む。

内 暗黄褐
良 底部

外 ナデ 外 褐

深 鉢
内 ナデ ごく細かい砂粒及び l all以下

の石英粒を含む。

内 灰褐
良 底部

外  ナ デ 外 淡褐

深 鉢
内  ナ デ 3 mull以 下の砂粒及び微細な石

英粒を含む。

内 暗黄褐
良 底部

外 員殻条痕文 外 褐

深 鉢
内 ナデ l mll以下の砂粒及び微細な石

英粒を含む。

内 淡黄褐
良 底部

外 丁寧なナデ 外 淡褐
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B.石  器 (第 27図 )

石 鏃

未製品 と思われるもの も含めて 5点 出上 している。57～ 59は 凹基式の石鏃である。

57は 厚みのある石鏃で片方の脚部が欠損 している。二等辺三角形状を呈 し、基部 を深 くV字状

に快 り、脚部を作 り出す形態になると思われる。チャー ト製。

58は 二等辺三角形状を呈 し、基部を円弧状 に浅 く快 る。黒曜石製。

59は 正三角形状を呈 し、基部を浅 くV字状 に快 り、脚部を作 り出 している。黒曜石製。

60は 先端部 と基部を破損 してお り、形態 は不明である。黒曜石製。

61は 加工痕のある黒曜石の剥片で石鏃の未製品 と思われる。

敲 石

O 痕魚曇:を

'吾

!｀ B称悟ヒ絲絲 嘔電子薄号肇種[3ぞぞみζ≧≧七屹F側
面には磨

台 石

63は 砂岩製の台石で表面 には敲打痕があり、裏面 は平坦 になっている。表面 は敲石 の台 とし

て、裏面 は磨石の台 としての使用が考え られる。

使用痕ある剥片

64、 65と もに流紋岩製で両側縁 に使用痕が見 られる。

他 に、尾鈴山酸性岩類の磨石が 1点 出土 している。また、調査区の南側で は最大 3311m、 最小

9 11alの 黒曜石の剥片、チ ップが52点 出土 している。

第 4表 小原山第 1遺跡出土石器観察表O
血 器  種 石  材 最大長 (mlm) 最大幅 (lnln) 最大厚 (mm) 重量 (g) 備  考 取上配

石 鏃 チ ャー ト 6.85 片脚部欠損
会
υ

58 石 鏃 黒llE石 4.40 167

石 鏃 黒曜石
会
υ 先端部、基部欠損

石 鏃 黒曜石
力
■ 281

61 石 鏃 黒曜石 6.45 未製品? 180

会
υ 敲 石 尾鈴山酸性岩類 111.0 64.00 810.00

側面は磨石として
使用

Ｏ
Ｏ

台 石 砂 岩 361.0 198.0 10150 10750.00 Ｏ
Ｏ

64 使用痕ある剥片 流紋岩 92.5 11.95 44.83

65 使用痕ある剥片 流紋岩 65.5 16.45 63.12

―-37-
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第Ⅳ章 小原山第 2遺跡の調査

第 1節 調査の概要

小原山第 2遺跡 は宮崎市大字瓜生野字小原山5353-1に所在 し、台地の南端 に位置す る。遺

跡地周辺 は台地の南端部か ら南 に突出す る小 さな半島状の地形を呈 し、東、南、西 の三方 向 は

谷 に面 し、北側 には畑地が広が っている。

調査 は調査区内の四隅及 び中心部 とその西側 に 6本の確認 トレンチをあけた。各 トレンチの

設定 は南東隅の ものを第 1ト レンチとし、以下時計回 りに第 2～ 4ト レンチとした。第 1～ 4

トレンチのサイズは 4m× 2mでぁる。また、調査区の中心部の ものを第 5ト レンチ、 その西

側の ものを第 6ト レンチとした。第 5ト レンチは 3m× 2m、 第 6ト レンチは 2m× 2mで ぁ

る。

調査の結果、第 2、 3ト レンチと第 5ト レンチの西側 にのみアカホヤが確認 された。 また、

第 1ト レンチにおいては現地表面下20cmほ どで包含層下の硬質で黒色のブロック状の土にあたっ

てお りヽ これ らのことより、旧地形 は南東側が高 く、西側にむか って急傾斜をな し、北側 に緩

やかに傾斜 していたと推測で きる。

遺物 は第 1、 3、 5ト レンチより、土器が出土 し、第 4ト レンチより若干、礫 がまとま って

検出された。

第 2節 層 序

第 I層 一褐色土層

耕作土。

第 Ⅱ層 一橙褐色土層

_次堆積 アカホヤ。

第Ⅲ層 ―明褐色土層

遺物包含層。

第Ⅳ層 一黒色土層

硬質で ブロック状である。

Ⅳ

第28図 小原山第 2遺跡標準土層図

O

Ⅲ
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第 3節  遺構 と遺物

明確な遺構 の検 出は見 られなか ったが、

第 4ト レンチにおいて礫が散石状に検 出さ

れた。遺物 は縄文土器片が 6点、剥片が 3

点出土 した。

1は 日縁部で端部 は外反 し、口縁直下 に

横位の貝殻腹縁刺突線文を巡 らす。内面調

整 はナデ、胎上 に0.5～ 1.OIlllnの ガ ラス質 の

砂粒を少量含む。色調 は外面がにぶい黄褐

色、内面が淡褐色を呈 し、焼成 は良好であ

る。

2、 3は胴部で、 2は外面 に斜位 の貝殻

条痕文、 3は斜位の条痕施文後、部分的 に

横位の条痕を施 している。共 に内面調整 は

ナデ、胎土 に1.0～ 1.51nmの ガ ラス質 の砂粒

を少量含む。色調 は外面が茶褐色、 内面 が

淡褐色を呈 し、焼成 は良好である。 いずれ

も縄文時代早期 に属す る貝殻文円筒土器 と

思われる。

5cm
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第 V章  金剛寺原第 2遺跡の調査

第 1節  調査の概要

金剛寺原第 2遺跡 は宮崎市大字大瀬町字中尾5649-30外 に所在 し、台地 の西端 に立地 してい

る。本遺跡 は平成元年、農免道路敷設工事 により、発掘調査 された金剛寺原第 2遺跡 の南側 に

隣接 し、今回はその 2次調査 として取 り扱 う。

遺跡の北側及び東側 は農免道路建設 により、削 り取 られ崖面 となっている。また、西側 も急

傾斜をな し、平松地区の集落をのせる一段下がった台地 に続 き、南側 は畑地 とな っている。

調査区は中央部 に南北方向のベル トを残 し東西に区切 り、西側 をA区、東側 を B区 とした。

調査 は平成 6年 6月 21日 か ら 7月 18日 まで実施 し、調査面積 は182だ であった。

調査 はまず、重機 による表土の除去作業 より開始 した。 A、 B区 とも遺構確認の為、掘削 は

アカホヤ上面 まで とした。B区では耕作 による撹乱が著 しく、縄文時代以降の包含層 はすでに

削平 されている状態であった。その後、入力 により掘 り下 げを行 ったが、早期の土器 が 2点 出

土 したに留 まった。A区ではアカホヤ面での遺構検出作業を行 ったが、遺構の検出には到 らな

か った。第 1面調査終了後、A区で再度、重機によリアカホヤを除去 したのち、掘 り下げを行 っ

た。その結果、遺構の検出は見なか ったが、調査区南側 に礫がややかたまって検出され、遺物

としては縄文時代早期の土器、石器類が出土 した。その間、B区 においては調査区の北端 に 3

m× lm、 南端 に 4m× lmの トレンチを深 さ約250cmま で掘 り下 げて、土層 の堆積状態 を調

べた。

その後、A区では旧石器時代文化層の調査の為、 8m× lm(A-1ト レンチ)、 8m× 1.5

m(A-2ト レンチ、A-3ト レンチ)の 3本 の トレンチを設定 し、掘 り下 げた。調査の結果、

第 3ト レンチより使用痕ある剥片が出土 した為、A-3ト レンチを拡大 して、 8mx7mの 範

囲を更に掘 り下 げた。拡大 した面では自然礫が点在する状況が認め られ、ナイフ形石器、敲石、

使用痕ある剥片が各 1点ずつ出土 した。
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61 ①

第 2節  層序

西側南 ―北セクションをもとに層位図を作成 している。基本層序 は以下 に示す通 りである。

第 I層 ―明褐色土層。

耕作土。

第 Ⅱ層 ―明黄褐色土層。

アカホヤ層。

第 Ⅲ層 ―黒色土層。

第Ⅳ層 ―茶褐色土層。

縄文時代包含層。

第 V層 ―黒褐色土層。

第Ⅵ層 一暗褐色土層。

第Ⅶ層 ―黒褐色土層。

第Ⅷ層 ―黄褐色土層。

旧石器時代包含層。

第Ⅸ層 一黒褐色土層。

第 X層 ―明黄褐色土層。

第32図 金剛寺原第 2遺跡標準土層図

第 3節  遺構 と遺物

遺構は検出されなかったが、A区第Ⅷ層より旧石器時代の遺物が 5点、第Ⅳ層より縄文土器

片15点、石器 4点、B区 より縄文土器片が 2点 出土 した。

1.旧石器時代の遺物 (第 33図 )

6、 7は使用痕ある剥片で、石材 はともに流紋岩である。 8は二側縁加工のナイフ形石器で、

石材 は頁岩である。 9は砂岩製の敲石で両端 に敲打痕がみ られる。また表面 は凹んでお り、先

端部 は使用により破損 している。

Ⅷ

Ⅷ

Ⅸ

-43-



2.縄文時代の遺物

A.土 器 (第34図 )

1は全面 に横位の貝殻条痕文を施 した後、部分的にナデて条痕を消 し、条痕部分 と無文部 で

横縞状の文様 となっている。口縁部 は内湾 し、器壁 は厚い。内面調整 はナデ、色調 は内外面 と

も淡褐色を呈す る。胎土 に 1～ 2 mmの ガラス質黒色粒子、砂粒を含み、焼成 は良好である。

2、 3は 同一個体 と思われ、縦位 に撚糸文を施 している。 3は縦位の撚糸文施文後、 3本 の

沈線を横位 に巡 らしている。共 に内面調整 はナデで色調 は外面が淡褐色、内面が灰褐色 を呈す

る。胎土 に 1～ 1.51nIIlの 砂粒を含み、焼成 は良好である。

4は胴部で貝殻腹縁刺突文を縦位、斜位 に施 している。内面調整 はナデ、色調 は内外面 とも

灰褐色を呈す る。胎土 に 2～ 3 mmの ガラス質の砂粒及び金雲母を含み、焼成 は良 い。

5は断面がカマボコ状の貼 り付 け突帯を有 し、突帯上 に刻 目をいれる。内面調整 はナデ、色

調 は外面が黒褐色、内面が茶褐色を呈する。胎土 に 1～ 2 mmの 砂粒を含み、焼成は良好である。

1は条痕文円筒土器、 2～ 3は塞 ノ神式土器、 4は吉田式土器 にそれぞれ比定 される。

B.石器 (第 33図 )

石鏃

2点 出上 している。 2点 とも姫島産黒曜石製の凹基式の石鏃である。

10は 二等辺三角形状を呈 し、基部を浅 くV字状に快 り、脚部を作 り出 している。

11は 正三角形状を呈 し、基部をV字状 に快 り、脚部を作 り出 している。

磨石

2点 出土 している。12は 形状 は楕円形を呈 し、両面使用の磨石である。縁辺部 には敲打痕が

み られ、敲石 として も使用 されている。石材 は尾鈴山酸性岩類で火をうけ、赤変 している。 な

お、 もう 1点 の磨石 は砂岩製である。

第 5表 金剛寺原第 2遺跡出土石器観察表

Na 器  種 石  材 最大長 (lnln) 最大幅 (■m) 最大厚 (Illlll) 重量(g) 備  考 取上配

6 使用痕ある剥片 流紋岩 55.5 54.5 10.40 29.64 A-21

7 使用痕ある剥片 流紋岩
力
■ 8.20 11,07 A-23

8 ナイフ形石器 頁 岩 14.0 2.65 A-24

敲 石 砂 岩 175.5 99.0 57.00 1242.00
A-26

27

石 鏃 黒曜石
姫島産黒曜石、
先端部欠損

A-5

石 鏃 黒曜石 17.0 姫島産黒曜石 A-6

磨 石 尾鈴山酸性岩類 145.0 102.0 53.50 1188.00
側面は敲石として
使用

A-7
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第34図 出土土器実測図
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第Ⅵ章 阿部 ノ木遺跡の調査

第 1節 調査の概要

阿部 ノ木遺跡 は宮崎市池内町字阿部 ノ木2247-1外 に所在 し、台地の東端 に位置す る。遺跡

の東側 は谷 に面 し、周辺 は畑地及び杉林 となっている。調査 は送電線路建設の為の架線工事用

地 (ド ラム場)掘削工事による事前発掘調査であったため、調査区域は制約 されたものとな った。

調査 は東西方向の10m x l mの トレンチ 2本 によるもので、調査区は東側の周辺 よ り 1段高

い箇所をAト レンチ、西側をBト レンチとした。

調査の結果、大変狭 い範囲の調査であったが、A区 の第 V層 より角錐状石器、ナイフ形石器、

使用痕ある剥片が、第Ⅳ層 より縄文土器片が出土 した。またB区では第 V層 より細石刃、加工

痕のある剥片、剥片が、第Ⅳ層 より縄文土器片、石斧が出土 した。

第 2節  層序

Bト レンチ西壁セクションをもとに層位図を作成 している。基本層序は以下 に示す通 りである。

第 I層 一褐色土層

耕作土。

第 Ⅱ層 ―明黄褐色土層

_次堆積 アカホヤ。

第Ⅲ層 一黒色土層

やや粘 り気をもつ。

第Ⅳ層 一茶褐色土層

縄文時代包含層。

第 V層 ―明褐色土層

旧石器時代包含層。

第Ⅵ層 一黄褐色土層

ローム質である。

第Ⅶ層 ―明黄褐色土層

ローム質である。

第Ⅷ層 ―黄橙色土層

ローム質である。

第Ⅸ層 ―黄褐色土層

粘性が強い。

Ⅲ

Ⅳ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

第35図 阿部ノ木遺跡標準土層図
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第 3節 遺構 と遺物

調査区域が極めて小範囲であった為、遺構の検出には至 らなかった。遺物 は旧石器、縄文時

代の土器、石器類、土師器片が出土 した。

1.旧石器時代の遺物 (第37図 )

角錐状石器

3点 出土 している。 5、 8は 2面加工、 6は 3面加工の ものである。

5は縦長剥片を素材 とし、両側縁 に稜上及び裏面 より加工を施 している。流紋岩製。

6は縦長剥片を素材 とし、両側縁 に稜上及び裏面 より加工を施 し、裏面 は基部か ら左側縁 にか

けて加工を施 している。流紋岩製。

8は縦長剥片を素材 とし、両側縁 に連続 した加工を施 している。また裏面 は基部 に大 きな加工

が施 してある。流紋岩製。

ナイフ形石器

7は縦長剥片を素材 とした二側縁加工のナイフ形石器である。流紋岩製。

細石刃

9は黒曜石製の細石刃で、端部 は欠損 している。現存長 1011111を 測 る。

剥 片

10は 縦長剥片で若干加工痕がみ られる。角錐状石器の未製品 と思われ る。 11、 12は 使用痕 あ

①  
る剥片で、13～ 15は 剥片である。石材 はいずれ も流紋岩である。

以上の他 にA区 より砂岩製の敲石 1点、最大 451111nか ら最小 4.511111の 流紋岩製の剥片、チ ップが

33点 出土 した。

2.縄文時代の遺物

A.土 器 (第 38図 )

A区 より 7点、 B区 より44点 出土 している。

1は 口縁部か ら胴部にかけて横位の貝殻条痕文を施文す る円筒土器である。内面調整 は丁寧

なナデ、色調 は外面が茶褐色、内面 は赤褐色を呈す る。胎土 に0.5mm大 の砂粒を含み、焼成 は良

好である。

2は 口縁部 に貝殻 による刺突文を施 している。内面調整 はナデ、色調 は外面が明褐色、 内面

-49-



は暗褐色を呈す る。胎土 に 1～ 1.5111111の 砂粒を含み、焼成 は良い。

3は斜位の貝殻条痕文をもつ胴部である。内面調整 は丁寧なナデ、色調 は内外面 ともに赤褐

色を呈する。胎土 に 1～ 1.511ullの 砂粒を含み、焼成 は良好である。

4も 斜位の貝殻条痕文を もつ胴部で、内面調整 はナデ、色調 は外面が赤褐色、内面が茶褐色

を呈する。胎土 に 1～ 1.511ull砂 粒を含み、焼成 は良い。

1は A区、 2～ 4は B区より出土 した。いずれ も貝殻文円筒土器である。

B.石器 (第 37図 )

16は磨製石斧である。断面 は扁平な楕円形で、両端部 は破損 している。石材 は頁岩である。

17は 使用痕ある剥片で、石材 は安山岩である。左側縁 に使用痕がみ られ る。 18は 流紋岩製 の剥

片である。他 に砂岩製の敲石、石皿片が 1点ずつ出土 している。

第 6表 阿部ノ木遺跡出土石器観察表

No 器   種 石   材 最大長 Cmm) 最大幅 (nul) 最大厚 (Dul) 重 量 備   考 取 上 No

5 角錐状石器 流 紋 岩 46.5 21.5 13.55 12.02 A-21

6 角錐状石器 流 紋 岩 62.5 19.0 13.30 17.13 A-25

7 ナイフ形石器 流 紋 岩 48.5 22.5 8.30
０
ね

刀
生

８
A― ,F土内

8 角錐状石器 流 紋 岩 50.0 22.0 9,90
ｒ
∪

貞
υ

８ A-22

9 細石刃 黒 曜 石 10.0 8.0
Ｒ
υ

Ｒ
υ 0.16 端部欠損 B-25

（
υ 加工痕のある剥片 流 紋 岩 55.0 17.0 11.25 8.57 角錐状石器未製品か B-32

使用痕ある剥片 流 紋 岩 68.0 38.0 11.50 29.41 A-24

使用痕ある剥片 流 紋 岩 39.5 21.0 5,00 4.80 A-33

Ｏ
じ 剥 片 流 紋 岩 50.0 30.0 14.00 17.16 A-23

14 剥 片 流 紋 岩 35.0 37.5 9.70 7.61 A-30

Ｒ
υ 剥 片 流 紋 岩 40.0 28.5 15.40 16.94 B-31

16 石 斧 頁 岩 73.5 54.0 21.00 127.00 磨製石斧 B-10

17 使用痕ある剥片 安 山 岩 70.5 42.0 12.95 34.66 B-2

18 剥 片 流 紋 岩 61.5 51.5 19。85 50.85 B-14
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第Ⅶ章  ま と め

[旧 石器時代 ]

旧石器時代の遺物は金剛寺原第 2遺跡、阿部ノ木遺跡より出土 している。

平成元年の調査で旧石器が出土 した金剛寺原第 2遺跡では、今回その隣接地での発掘調査で

あったがナイフ形石器が 1点、使用痕ある剥片が 2点、敲石が 1点出土 したにとどまった。遺

物の出土量が少なかったのは、前回の調査地が台地の縁辺部であったのに対 して、今回は台地

の縁辺部から、やや内陸寄 りであったという立地上の違いが関係 しているのかもしれない。

阿部ノ木遺跡Aト レンチか らは角錐状石器、ナイフ形石器、使用痕ある剥片が出土 した。他

に焼石、流紋岩製の剥片、チップが比較的集中 して検出された状況か ら、調査範囲が狭 いため

断定はできないが、ブロックの形成が想定される。

阿部ノ木遺跡における石器の器種別組成は次のようになっている。

角錐状石器 ナイフ形石器 使用痕ある剥片 剥 片 細石刃

3+(1) 2 38 1

石器の出土点数が少ない為 に比較資料 としては十分 とは言えないが、本遺跡の特徴 として角

錐状石器の数的多 さが挙 げられる。

角錐状石器 は同 じ台地上 に立地す る、金剛寺原第 2遺跡 (第 1次調査)か ら 1点、垂水第 1

遺跡か ら15点 出土 してお り、それぞれの遺跡出土の剥片石器のなかで角錐状石器 の占め る割合

は金剛寺原第 2遺跡で1.4%、 垂水第 1遺跡で4.0%と な っている。 また、使用石材 が垂水第 1

遺跡出土の 1点が砂岩製である以外 はすべて流紋岩製であることも特徴のひとつ として挙 げ ら

れる。

角錐状石器の出土 は各々の遺跡の石器群の時期的な対比、文化的関連を解明す るうえで重要

な意味をもつ ものと思われる。本遺跡ではAT層 を確認す ることはできなか ったが、角錐状石

器が伴 うことか ら、時期的にはAT層 上位の旧石器時代後期のナイフ形石器文化の所産 と考 え

られる。

今回の発掘調査 によって、垂水台地が旧石器時代の遺跡群 としてのまとまりを もつ可能性が

極 めて高 くなった。今後 はこの台地をテ リトリーとした単位集団の究明、また、その集団 のつ

くりあげた地域社会様相の解明など課題 は多い。今後の研究 に期待 したい。

[縄文時代 ]

縄文時代の遺構 として、集石遺構が伊屋 ケ谷遺跡 より 5基、小原山第 1遺跡 より 1

れた。集石 は円礫、破損礫により構成 され、一部の石 は熱を うけ、赤変 している。 ま

な掘 り込みを伴 う集石 は伊屋 ケ谷遺跡 B-1号 集石のみであったが、伊屋 ケ谷A-1

石 は礫の基底部のラインが薄い レンズ状 となり、掘 り込みが存在 した可能性が高 い。

伊屋 ケ谷遺跡 A区 においては集石遺構が調査区北西側に 3基 が並んだ状態で検出さ

基検 出 さ

た、明確

、 2号集

れた。 こ
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の地 は平坦面の縁辺部 にあた り、 これより南側 は緩い傾斜面 となる。集石遺構の立地条件 を考

えるうえでたいへん興味深い。また、遺跡内全体 に散在 した礫群 と集石遺構 との関連性 につい

ては、今回の調査で明 らかにす ることはで きなか った。今後の検討課題である。

土器 については各遺跡 より出土 し、そのほとんどは縄文時代早期の年代が与え られる。土器

は混在 した状態で出土 し、明確な前後関係 はとらえ られなか った。

出土土器 は吉田式、前平式 といった貝殻文円筒土器、貝殻条痕文円筒土器が主体 とな り、吉

田式系の土器 は多 くは胴部 に貝殻腹縁刺突文を施す、知覧式 に相当する。また、押型文土器 は

わずか しか認め られない。

下記の表 は出土土器型式別 における全体の比率を表 したものである。 ここでは比較的土器が

まとまって出土 した伊屋 ケ谷遺跡、小原山第 1遺跡の型式の判明 した分のみ、分類 して表 にあ

両遺跡 とも似通 った傾向を示すが、小原山第 1遺跡では塞 ノ神式、平棒式、手向山式土器 の

出土が見 られず、また吉田式上器のなかに角筒土器、貝殻押引文を もつ ものを含 まないとい う

特色を もっている。

伊屋 ケ谷遺跡では吉田式土器のバ リエーションが豊富で角筒土器 もみ られる。県内で類似 し

た例 として、田野町札 ノ元遺跡が挙 げられる。また札 ノ元遺跡 とは押型文土器の出土数 が少 な

い点で も共通 している。

垂水台地周辺の縄文時代早期の遺跡 として柏田貝塚、跡江貝塚が挙げられる。柏田貝塚 は垂

水台地か ら延びる丘陵南端に位置 し、出土土器のほとんどは、貝殻文系の塞 ノ神式土器である。

対岸 に位置す る跡江貝塚か らは貝殻文系、撚糸文系の塞 ノ神式土器、押型文土器、手 向山式上

器、平糖式土器、吉田式土器、貝殻文系円筒土器、轟式土器などバ ラエティーに富んだ土器 が

出土 している。

げた。資料総数 は伊屋 ケ谷遺跡 167点 、小原山第 1遺跡66点である。

前平式土器 吉田式土器 条痕文円筒土器 押型文土器

伊屋ケ谷遺跡
34 93 14 16

20.4,石 55,7% 8.4% 9.6%

小原山第 1遺跡

19 39 5 1

28.89石 59.1% 7.6% 1.5%

塞ノ神式土器 平糖式土器 手向山式土器 轟式上器

伊屋ケ谷遺跡

医
υ 4

3.0% 2.4% 0.6%

小原山第 1遺跡

2

3.0%
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これ らの遺跡 と垂水台地の遺跡群 とは遺跡の立地、主たる生業の面で相違が見 られ、出土土

器は垂水台地の遺跡群のものが古い様相を示す。

縄文時代の製品としての石器は土器の出土量に比べ、少ない。石器の器種は石鏃 と磨石、敲

石といった、狩猟具、植物性食糧調理具の出土の割合が高 く、垂水台地に居住 した縄文人の生

活は狩猟、採集に主眼をおいたものであったと推測される。

今回調査 した垂水台地上の 5遺跡か らは住居址は検出されなかったが、伊屋 ケ谷遺跡では集

石遺構、多量の土器、石器類が検出され、調査区内一面に礫の堆積が見 られた。 このことから、

当遺跡が縄文時代早期の一時期、居住域であったことが推測される。また調査区外に生活面の

中心部が残存する可能性 も考えられる。

小原山第 1遺跡は調査区の大部分が削平を受けており、遺跡の全容は不明であるが、小範囲

内に比較的まとまった量の土器が出土 し、集石遺構 も 1基検出された。また、石鏃や石鏃製作

に伴 うと見 られる黒曜石製の剥片が多量に出土 したことか ら、居住域 もしくはキャンプサイ ト

的な性格が考えられる。

小原山第 2、 金剛寺原第 2、 阿部ノ木遺跡は土器、石器の出土量 も少なく、遺構 も検出され

なかったが、周辺に居住域があるものと考えられる。

[古墳時代]

古墳時代の遺構 として、伊屋 ケ谷遺跡 B区 より方形プランの竪穴式住居が 1軒検出され、そ

れに伴 う遺物 として土師器の甕、高郭、椀が出土 した。出土土器の特徴か ら、古墳時代後期の

ものと考え られる。

従来、垂水台地の古墳時代の様相はまったく不明であったが、今回の調査により、その一端

を明 らかにすることができた。現時点で付近の平野部に古墳時代の集落遺跡が確認されてお ら

ず、当地域の古墳時代の集落は高位の台地、段丘上に立地する可能性が高い。

今後の課題 として、付近に散在する池内横穴群、上北方横穴群、瓜生野横穴群 との関連が挙

げられる。
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